
ハーブの薬効 
ハーブには不思議な魅力がいっぱい。料理やお茶にして味わってもよし、お風呂に入れてもよし、ポプリにしてもよし。

栽培を楽しむハーブ愛好者も増えています。ハーブは西洋漢方といわれ、それぞれに薬効があります。 
ミント：沈んだ気分をさわやかにしてくれます。発熱、景気当たり、健胃薬に。 
ハイビスカス：ビタミン C、クエン酸が豊富で疲れを取るのに効果があります。 
カモミール：発汗作用があり風邪のひき初めによいといわれています。頭痛やのどの痛みをやわらげます。 
レモンバーム：神経を安定させるのでイライラしたときに。 
ラベンダー：香水、化粧水の香料として古くから使われています。お茶のほか、浴材やうがい液に。 
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